
津
川
続
の
時
代
は
化
石
が
少

い
鶴
め
に
決
定
し
兼
ね
る
が
恐
-
中
部
中
新
世
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
｡
少
数
乍
ら
紀
州

P
ト

i
.･

鎗

川

舵

と
共
通
の
化
石
を
出
す
罫
は
該
枕
と
飴
-
時
代
が
達
は
な

い
事
堅
ホ
し
て
ゐ
る
が
､
多
分
津
山
舵
の
方
が
鎗

両
統
よ
-
も
少
し
甘

い
と
胤
は
れ
る
｡

獅
ほ
津
山
附
近
ほ
時
代
不
明
の
新
生
代
暦
が
三
個
所
に
あ
る
｡

一
は
吉
井
川
に
潜
う
ね
久
田
相
に
露
出
す
る
磯
暦
A-.(;
I

で
磯
は
頭
大
乃
至
拳
大
で
分
級
ru
れ
て
ゐ
な

い
｡
第
三
紀
層
で
な
-
洪
積
野
か
も
知
れ
を

い
｡
他
は
商
都
気
相
上

聞

か
ら
北
和
束
村
宮
山
に
薫
る
道
に
沿
う
七
七
平
坦
を
山
頂
に
の
っ

てゐ
る
薄
さ
砂
暦
で
'
化
石
が
覆

い
の
で
時
代
は

不
明
で
あ
る
｡
附
近
の
山
頂
に
も
瓢
々
と
散
在
し
て
ゐ
る
ら
し
い
｡
加
藤
博
士
は
南
都
乗
付
藤
的
近
傍
の
も
の
を
津

山
盆
地
の
節
三
紀
腎
と
同
時
代
の
も
の
と
ru
れ
ね
｡
植
月
柾
か
津
山
舵
の
執
れ
か
に
潜
る
も
の
で
あ
ら
う
が
義
盛
で

は
未

だ化
石
が
散
見
さ
れ
て
ゐ
孜

5,0

(完
)

宇

治

川

に
.
於

け

る

侵

蝕

現

象村

上

政

嗣

叫

'

緒

言

二
'

宇
治

川
の

地

形

的
僻
徴

三
㌧
窺
親
的
耕
嬰
素

四
'
河
川
水
位
の
野
地

五
､
悠
杓
物
質
及
び
溶
仰
物
質

の
紬
･:L4

犬
'
紬

外剛

字
3.=
川
に
於
け
る
陸
蝕
現
象

1CIT

二

7



地

球

第
十
凹
令

節
二
批

7077

二
二

7p緒

言

前
舵
は
於

で筆
者
は

{
宗

津
川
は
於
る
侵
蝕
現
象
』
と
題
し
て
･
昭
和
四
年
二
月
か
ら

完

間
に
互
っ
て
有
っ
た

木
津
川
に
於
け
る
懸
濁
物
質
及
び
溶
解
物
質
の
測
定
の
鮎
某
を
報
普
し
た
の
で
あ
る
が
､
本
稿

に
於
で
は
同
期
問
は

於
で
緬
並
行
し
tJ
行
っ
た
宇
治
川
に
舶
す
る
研
究
の
.姉
基
数
報
碧
し
て
両
者
を
比
較
考
究
し
て
見
た

い
と
瓜
ふ
｡
官

僚
方
法
其
他
は
凡
て
前
者
と
同

1
で
あ
る
｡

(

1
)

村
上
政
嗣

'
木
津
川
に
於
け
る
侵
蝕
現
象
､
地
球
解
十
川
客
筋

7
雛
､
昭
利
五
年
七
月

二
､
宇
治
川
の
地
形
的
特
徴

宇
治
川
は
其
の
上
流
に
琵
琶
湖
を
捗

へ
､
且
つ
大
洗
堰
で
流
最
が
調
節
さ
れ
る
為
､
降
雨
の
懸
濁
物
質
及
び
溶
榊

物
質
に
及
ぼ
す
影
響
が
直
接
的
で
夜
-
､
叉
木
津
川
の
増
水
は
よ
る
逆
水
の
影
響
も
あ
-
､
人
工
施
設
に
よ
る
影
響

79
若
し
-
､
多
-
の
要
素
を
含
ん
だ
複
難
攻
修
件
を
有
し
て
ゐ
る
｡
南
郷
よ
-
下
洗
観
測
地
鮎
在
る
観
月
椅
迄
は
其

の
延
長
距
離
二
十
五
粁
を
繋
す
る
も
､
大
月
川
を
除

い
て
は
支
流
の
大
な
る
も
の
も
無
-
､
山
科
川
を
合
し
て
後
は

そ
の
ま
･}
流
れ

て八
粁
の
下
流
八
幡
で
木
津
川
､
姓
川
を
基
め
て
淀
川
と
を
-
､
大
阪
は
向
ふ
の
で
あ
る
｡
上
流
勢

田
川
は
古
鏡
膚
の
間
む
固
流
し
て
峡
谷
を
作
-
､
水
勢
著
し
-
､
水
量
亦
憩
宵
で
あ
る
｡

三
､

気

象

的

諸

要

素

宇
治
川
の
流
域
と
し
て
は
琵
琶
湖
畔
を
も
包
含
せ
し
ひ
べ
き
で
あ
る
が
､基
に
は
南
郷
よ
-
下
流
の
み
を
考

へ
る
｡

甫
最
観
測
所
は
宇
治
､
山
科
､
醍
醐
､
伏
見
の
四
ヶ
所
に
あ
る
が
､
範
園
が
小
さ
-
､
等
雨
曇
閲
を
作
る
ほ
不
通
普
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地

球

節
十
四
怨

で
あ
る
｡
是
等
の
個
所
は
基
の
付
置
瓦
は
接
近

'
降
雨

畳
に
も
大
差
無
-
.
河
路
に
附
ふ
分
布
に
も
嘩
化
乏
し

き

故
は
､
夫
等
の
各

一
週
間
の
細
浦
最
は
就
で
は
t
rJ
!
ほ

記
載
を
胡
略
す
る
｡
木
津
川
は
於
る
場
合
と
同
様
､
上
記

四
ヶ
所
は
於
る
毎
日
の
絶
雨
量
並
び
に
七
日
間
宛
の
平
均

雨
量
は
閲
に
示
す
如
-
で
あ
る
｡

評

畳
記
録
は
紙
面
の

(9)

都
合
上
記
載
を
省
-
)
前
岡
同

様

京

都
に
於
る
蒸
顎
畳
も

併
せ
記
し
て
置
-
｡
間
に
於
で
太
線
は
何
れ
も
其
目
の
前

徽
七
iE
間
の
平
均
値
の
グ
ラ
フ
堅
ホ
し
て
ゐ
る
｡

(2
)

京
都
仲
川
供
仰
末
都
府
範
象
月
琳

(
昭
利
凹
年
二
月
-
五
坤
二
月
)

四
p

河
川

水
位
の
変
化

宇
治
川
の
流
畳
は
既
蓮
の
如

-
､
甫
郷
は
於
け
る
大
洗

堰
け
伐
-
絶
え
ず
調
節
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
故
､
自
然
の
ま

J
の
水
位
h
t衷
さ
覆

い
事
は
勿
論
で
あ
る
｡
叉
堰
の
上
流

よ
-
取
入
れ
た
宇
治
川
電
覇
水
路
の
放
流
や
1
本
津
川
槍

水
は
依
る
逆
水
の
影
響
等
も
あ
っ
て
､
其
の
楳
件
が
穐
郷

で
あ
る
｡
父

▲t
ガ
河
鹿
が
岩
石
で
あ
る
為
､
木
津
川
に
於

節 - 波 蝕月楠に於る宇治川水位(桝)曲びL=bh･水衆(3TF.方-求/班)
節

二
雛
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け
る
如
-
地
下
水
と
し
て
の
流
失
量
が
少

い
｡
次
は
河
水
採
取
の
際
に
放
け
る
観
月
橋
下
の
水
位
並
び
は
舶
常
水
畳

む
表
記
す
る
｡

(
節

l
東
)

伸也
に
流
量
は
内
務
省
大
阪
土
木
出
張
所
使
用
の
洗
最
曲
練
に
基

い
で
換
算
し
た
も
の
在
る
事
を
附
配
し
て
意
-
.

五
､
懸
濁
物
質
及
び
溶
解
物
質
の
測
定

宇
治
川
の
河
床
は
主
と
し
て
岩
石
よ
i
成
-
'
砂
塵
が
時
流
に
ょ
つ
て
運
ば
れ
る
畳
は
木
津
州

に
於
け
る
稗
若
し

-
は
無

い
｡
懸
濁
物
質
及
び
溶
解
物
質
測
定
の
方
法
は
木
津
川
に
於
け
る
と
仝
-
同
棲
で
あ
る
故
に
'
前
塊
に
就

て

見
ら
れ
た

い
.
水
の
採
集
は
観
月
橋
の
粧
ぐ
上
流
可
及
的
河
の
中
火
近
-
で
､
二
週
間
毎
に
木
津
川
の
研
究
と
娘
ね

で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
其
の
測
定
結
果
は
節
二
衷
及
び
甜
踊
係
間
の
.グ
ラ
フ
に
示
す
如
-
で
あ
る
｡

鰐二束 懸甜古物貿及び膝的朋勿TLll･1JuLJ辻

の糖 果､河水-qp-1'll.申 7.-Ll)
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地

球

節
十
凹
塔

節
二
位

l
宗

二
六

六p
結

論

宇
治
川
の
流
域
に
は
人
工
的
施
設
多
-
､
観
測
場
所
観
月
橋
の
上
流
に
は
､

レ
イ

ヨ
ン
骨

瓶
其
の
他
の
工
場
が
あ

-
､
汚
水
を
放
流
す
る
薦
'
河
水
は
常
に
濁
-
汚
れ
て
ゐ
る
｡
サ
ン
プ
ル
は
衷
而
近
-
の
河
水
で
あ
る
が
､
触
物
質

の
膳
濁
物
質
は
殆

ど
無
-
'
有
機
質
物
を
主
と
す
る
｡
溶
解
物
贋
も
従
っ
て
自
然
の
別
制
作
用
に
基
-
も
の
は
極
-

其
の

一
部
分
.iJ
あ
ら
う
と
m
心
は
れ
る
｡

宇
治
川
は
既
述
の
如
-
､
稽
々
の
筏
難
5万･6使
件
を
典

へ
p
殊
は
琵
琶
湖
の
沈
溌
作
用
に
依
っ
て
､
懸
濁
物
質
及
び

溶
解
物
質
の
降
用
量
並
び
は
流
量
に
封
す
る
踊
係
の
和
々
不
自
然
で
あ
る
革
は
､
譜
闘
係
間
の
グ
ラ
フ
を
見
る
も
分

(I
)

明
で
あ
る
前
搬
拙
稿
p
木
津
川
に
放
け
る
研
究
結
果
と
比
較
摘
記
す
る
を
ら
ば
次
の
加
-
で
あ
る
｡

血
.
溶
解
物
肇
が
水
量
の
埼
加
と
北
ハほ
減
少
す
る
事
は
､
木
津
川
は
於
る
と
同
様
で
あ
る
が
ー
其
の
懸
濁
物
質
と

の
遇
比
の
猟
係
は
降
雨
時
よ
-
も
遅
れ
て
表
れ
る
｡

こ
.

溶離物
肇
は
蒸
散
畳
の
相
加
と
共
に
其
の
畳
を
椅
L
t
木
津
川
に
於
る
と
同
様
､
夏
期
は
於

で相
加
の
傾
向

を
有
す
る
〇

三
p
懸
濁
物
質
の
最
は
用
量
及
び
其
の
強
弱
に
比
例
す
る
も
'
其
の
槍
加
は
降
雨
の
匿
後
で
､
流
量
の
増
加
と
遊

行
し
な

い
｡

蓋
し
之
ら
は
大
洗
堰
に
放
る
琵
琶
湖
水
位
調
節
に
よ
っ
て
､
流
盤
の
槍
加
が
降
雨
時
よ
-
も
遅
れ
て
表
れ
る
轟
は

起
因
す
る
も
の
で
あ
る
0



七
日
間
宛
の
平
均
用
量
及
び
卒
均
茶
寮
最
が
懸
濁
物
質
及
び
溶
解
物
質
の
説
明
に
梗
在
る
事
は
､
即
ち
是
等
の
グ

ラ
フ
が
夫
等
の
槻
擬
的
夜
鼻
化
を
組
病
的
に
表
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
｡

斯
-
宇
治
川
は
人
工
に
依
-
支
配
せ
ら
れ
た
る
と
rJ
ろ
多
-
､
宛
然
運
河
の
性
質
む
具
備
す
る
を
特
徴
と
す
る
が

木
津
川
は
於
け
る
研
究
結
果
と
比
較
射
精
す
る
事
に
ょ
つ
て
､
両
川
の
性
質
上
右
の
如

き
潜
し
き
差
異
を
見
川
す
の

で
あ
る
｡

我
問
に
於
け
る
地
形
固
製
作
の
署
史

高

木

菊

三
郎

ま

へ
が

普

渦
舷
兆
'
北
開
現
制
に
於
け
る
'
兆
礎
的

丁
般
閥
用
地
形
糊
の
､
製

作
的
過
税
に
放
て
迎
べ
た
が
'
道
に
射
千
過
去
の
史
的
緋
緋
を
解
み

て
'
隣
地
測
光
珊
創
始
的
筏
に
於
け
る
､
我
陶
地
形
樹
浪
作

の
雁
史

北
に
和
辻

へ
の
枇
況
を
略
瀧
し
仰
せ
て
共

f
班
を
考
察
し
て
見
や
う

と
瓜
ふ
の
で
あ
る
｡

従

来

我

国

に
於
て
作
製
せ
ら
れ
た
る
地
形
固

従
来
我
岡
に
於
で
作
製
せ
ら
れ
た
る
地
形
間
は
'
基

数
賓
に
妙
-
は
無

いが
､
之
机
を
時
代
及
び
､
製
作
法

に
依
っ
て
憧
別
す

れば
､
(
一
)
明
治
以
前
に
於
け
る
地

碑
柵
に
於
け
る
地
形
樹
の
獣
作
の
賂
兜

形
閲
'
及
び
八
二
)
明
治
以
後
の
地
形
閲
､
の
二
種
に
大

別
す
る
事
が
出
来
る
｡

｢

明
治
以
前
に
於
け
る
我
国
の
地
形
園

明
治
以
前
に
於
け
る
我
問
の
地
形
間
は
'
大
鰭
､
所

謂
神
韻
的
手
法
に
偵
-
た
る
も
の
で
あ
っ
て
'
産
地
撃

的
乃
寅
､
数
撃
的
基
礎
は
､
比
較
的
薄
錫
を
も
の
で
あ

っ
た
が
､
是
に
引
替

tT､
美
術
的
乃
至
婚
苗
的
方
面
は

放
て
薯
し
き
進
展
を
見
た
も
の
で
あ
っ
て
'
遠
-
沸
教

の
停
裸
期

に
放
け
･る

『
川
界
四
至
之
閲
』
乃
室

『
山
水

dCq

二
七


